
№ 2 0 0 　 令 和 ２ 年 ２ 月 １ 日

Ｐ２～３…特集！200号記念
Ｐ４　　…台風19号の災害復旧に向けて
Ｐ７　　…やまきたこども園保護者会の「声」

農業を支える女性の力
おれんじ会（関連記事は裏表紙に）



200号
　

昭
和
45
年
９
月
に

発
刊
さ
れ
た
「
議
会

だ
よ
り
」
も
、
あ
れ

か
ら
50
年
…
。

　

本
号
で
200
号
を
発

刊
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

※議会広報モニター制度とは
　議会広報紙の一層の充実に向け、紙面の構成や編集などに対
するご意見・ご提案を広く町民の皆さまからお聴かせいただく
ために、議会広報モニターを公募するものです。

この先、さらなる広報紙の充実を目指し

  １．町民アンケート
  ２．議会広報モニター（※）
  ３．住民参加の紙面構成
これらの取り組みを実施していきます。これからも

広報紙を目指します

第 1 号　創刊  昭和 45 年 9 月
記念すべき第 1 号
住民の傍聴の代わりにと

「議会だより」が創刊された

第 33 号　昭和 53 年 9 月
昭和 53 年 7 月 三保ダムが完成
この年、議員定数削減条例
 （26 人→ 24 人）を否決した

第 9 号　昭和 47 年 9 月
昭和 47 年 7 月 12 日、未曾有の
集中豪雨が西丹沢を襲った

第 97 号　平成 6 年 8 月
5 月に河村城址歴史公園が開園
翌年 3 月には足柄西部環境セン
ターが開設した

第 122 号　平成 12 年 8 月
平成 12 年５月 役場新庁舎が完成
丸山配水池が供用開始された

第 179 号　平成 26 年 11 月
平成 26 年 3 月に三保・清水中学校が閉校、
平成 27 年 3 月には清水小学校も 142 年の
歴史に幕を閉じた

第 190 号　平成 29 年 8 月
鹿島山北高等学校が開校
議会広報紙もタイトル変更「議会のおと」へ
紙面も刷新し、QR コード等活用を取り入れる

お
か
げさ

まで

23



台風19号の災害復旧に向けて

Ｑ　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
〝
町
長
に
お

任
せ
〟
は
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

災
害
復
旧
に
も
あ
て
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

雨
漏
り
が
あ
っ
た
旧
三
保
中
学
校
の
体

育
館
の
修
繕
は
い
つ
行
う
の
か
。

教
育
長　

今
年
度
調
査
を
行
っ
た
上
で
来
年

度
以
降
に
行
い
た
い
。

※
こ
れ
か
ら
復
旧
を
必
要
と
す
る
町
有
施
設

（
ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
、
中
川
水
源
交
流
の

里
施
設
等
）
の
動
向
は
、
議
会
と
し
て
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

○
●
山
北
町
有
施
設
使
用
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

ど
う
変
わ
る
？

・
旧
学
校
体
育
館
を
含
め
た
８
施
設
の
使
用

料
の
見
直
し

Ｑ　

今
回
使
用
料
を
見
直
す
施
設
と
見
直
さ

な
い
施
設
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

企
画
政
策
課
長　

利
用
料
金
が
使
用
料
と
消

費
税
と
で
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
、
増
税
分
の
値
上
げ
を
す
る
こ
と
と

し
た
が
、
利
用
率
の
低
い
施
設
に
つ
い
て
は
、

据
え
置
き
と
し
た
。

　

な
お
、
抜
本
的
に
料
金
を
見
直
す
施
設
に

つ
い
て
は
、
来
年
10
月
を
目
途
に
実
施
す
る
。

○
●
山
北
町
立
中
川
温
泉
ぶ
な
の
湯
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

ど
う
変
わ
る
？

・
ぶ
な
の
湯
利
用
料
金
を
上
限
50
円
上
げ
る

・
障
が
い
者
の
小
人
の
利
用
料
金
を
新
た
に

設
定

Ｑ　

こ
れ
ま
で
の
消
費
税
増
税
で
値
上
げ
し

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

商
工
観
光
課
長　

券
売
機
が
古
い
旧
式
の
も

の
で
10
円
単
位
の
使
用
が
難
し
か
っ
た
。

Ｑ　

町
民
割
引
の
料
金
は
改
正
さ
れ
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

改
正
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

第
４
回
定
例
会
　
　

　
12
月
４
日
～
10
日
開
催

Ｑ　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
対
象
者
は
、

１
３
０
人
程
度
と
い
う
こ
と
だ
が
、
新
規
正
規

職
員
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

総
務
防
災
課
長　

現
在
の
仕
事
を
引
き
続
き

や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
想

定
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

現
在
の
臨
時
職
員
が
移
行
し
て
い
く
と
い

う
形
に
な
る
と
思
う
が
。

総
務
防
災
課
長　

現
在
の
臨
時
職
員
の
方
が
そ

の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
働
い
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
人
的
に
不
足

す
る
と
い
う
こ
と
が
実
際
の
現
場
状
況
で
あ
る
。

継
続
的
に
広
く
募
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

今
の
年
収
よ
り
も
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
考

え
方
で
よ
い
か
。

総
務
防
災
課
長　

年
収
に
つ
い
て
個
々
に
よ
っ

て
違
う
が
、
期
末
手
当
を
支
給
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

期
末
手
当
は
、
６
月
に
1.3
月
分
。
12
月
に
1.3

月
分
の
計
2.6
月
分
に
な
る
。
た
だ
し
、
勤
務
形

態
な
ど
に
よ
っ
て
満
額
支
払
わ
れ
な
い
場
合
も

あ
る
。

Ｑ　

人
件
費
の
増
額
は
、
現
状
の
予
算
に
対
し

ど
の
く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
防
災
課
長　

現
時
点
で
の
予
算
ベ
ー
ス
で
、

約
１
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

Ｑ　

予
算
が
増
額
に
な
り
、
財
政
的
に
負
担
が

増
え
る
と
問
題
が
起
こ
る
。
外
部
委
託
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

町
長　

財
政
的
に
は
多
少
大
変
に
は
な
る
が
、

外
部
委
託
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
予
算
に
定

め
る
額
と
す
る
と
あ
る
が
、
町
の
考
え
方
は
。

農
林
課
長  

今
年
度
の
６
４
１
万
９
千
円
に
つ

い
て
は
、
林
道
等
の
改
修
や
、
人
家
近
く
の
森

林
の
整
備
を
す
る
際
の
土
留
鋼
板
の
補
助
で
あ

る
。
し
ば
ら
く
は
林
道
等
の
補
修
を
進
め
つ
つ
、

そ
の
他
の
使
途
を
検
討
し
て
い
く
。

　

執
行
残
が
出
た
場
合
に
は
翌
年
度
の
予
算
で

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
た
め
の
手
続
き
が
必

要
と
な
る
。

Ｑ　

小
中
学
生
等
に
向
け
た
森
林
環
境
教
育
に

使
用
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
含
め
、
他
市
町
村

に
負
け
な
い
よ
う
な
も
の
、
山
北
ら
し
い
も
の

を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
施
設
の
利
用
料
が
か
わ
り
ま
す

一般会計歳入
●　ふるさと応援寄附金（災害支援金）含めた一般寄付金２億７９２２万円
一般会計歳出
●　農道、林道、清水ふれあいセンター等復旧費　２６３５万６千円
●　町道復旧費　３２３１万円　●　洒水の滝復旧費他　３２２万９千円
●　簡易水道修繕費　２２５万円
水道事業会計
●　皆瀬川浄水場取水塔復旧工事他　８７４万５千円

12月定例会
　質疑を
　ピックアップ

働
き
方
改
革
ス
タ
ー
ト

～
２
つ
の
条
例
が
制
定
～

総
務
環
境
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
後
、
本
会
議
に
よ
っ
て
可
決
。

山北町会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例

会計年度任用職員って？

◆法改正に伴い、臨時職員だった地方公務員を令
和２年４月よりフルタイムとパートタイムに、
わけて任用するもの

この条例のポイントは？

◆期末手当を含む諸手当が支給される
◆これまで半年だった任期が 1 年に

山北町森林環境譲与税基金条例

森林環境譲与税って？

◆森林整備、担い手の人材育成、普及啓発、
木材利用等へ使用するのが目的

◆温室効果ガスの排出削減目標達成や災害防
止等を図るために創設

◆個人１人当たり 1,000 円が 2024 年から徴
収される

土砂に埋まったふれあいビレッジ

町内外から愛されるぶなの湯

※これらの補正額は、11 月 18 日
の臨時会と 12 月定例会にて、
審議・議決されたものです。
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議案等審議の結果

件　　　名 月　日 審議結果 件　　　名 月　日 審議結果

山北町職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 11月18日 可決

（賛成全員）
令和元年度山北町介護保険事業特別会計補
正予算（第２号） 11月18日 可決

（賛成全員）

令和元年度山北町一般会計補正予算
（第４号） 11月18日 可決

（賛成全員）
専決処分の承認について（令和元年度
山北町一般会計補正予算（第３号） 11月18日 承認

（賛成全員）

令和元年度山北町下水道事業特別会計
補正予算（第２号） 11月18日 可決

（賛成全員）
専決処分の承認について（令和元年度
山北町水道事業会計補正予算（第１号）11月18日 承認

（賛成全員）

第４回臨時会（11 月 18 日）

件　　　名 月　日 審議結果 件　　　名 月　日 審議結果
山北町会計年度任用職員の給与及び費
用弁償に関する条例の制定について

12月10日
可決

（賛成全員）
山北町税条例の一部を改正する条例の
制定について

12月５日
可決

（賛成全員）

山北町森林環境譲与税基金条例の制定
について

12月10日
可決

（賛成全員）

山北町放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

12月５日
可決

（賛成全員）

地方公務員法及び地方自治法の一部を
改正する法律の施行等に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について

12月５日
可決

（賛成全員）

山北町ひとり親家庭等の医療費助成に
関する条例の一部を改正する条例の制
定について

12月５日
可決

（賛成全員）

山北町表彰条例の一部を改正する条例
の制定について

12月５日
可決

（賛成全員）
山北町水道事業給水条例の一部を改正
する条例の制定について

12月５日
可決

（賛成全員）

山北町駐車場使用条例の一部を改正す
る条例の制定について

12月５日
可決

（賛成全員）
令和元年度山北町一般会計補正予算

（第５号）
12月５日

可決
（賛成全員）

山北町有施設使用条例の一部を改正す
る条例の制定について 12月５日

可決
（賛成全員）

令和元年度山北町下水道事業特別会計
補正予算（第３号）

12月５日
可決

（賛成全員））

山北町立中川温泉ぶなの湯の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

12月５日
可決

（賛成全員）
令和元年度山北町介護保険事業特別会
計補正予算（第３号）

12月５日
可決

（賛成全員）

山北町都市公園条例の一部を改正する
条例の制定について

12月５日
可決

（賛成全員）
令和元年度山北町水道事業会計補正予
算（第２号）

12月５日
可決

（賛成全員）

第４回定例会（12 月４日～ 10 日）

　町議会では、1 月 27 日から町内 6 会場でひざを突き
合わせての車座による意見交換を行っています。委員
会の活動報告のほか、グループに分かれて参加者との
意見交換を行います。
　2 月は次の日程で開催しますので、ぜひご参加をお
待ちしております。

２月開催の議会報告会日程

開催日 会　　　場 時　　　間

２月３日（月）共和のもりセンター 19：00 ～ 20：30

２月５日（水）高齢者いきいきセンター 19：00 ～ 20：30

２月７日（金）向原児童館 19：00 ～ 20：30

【問合せ】議会事務局　７５－３６５３（直通）

長野県喬木村　10月 16日
　喬木村は人口減少、高齢化等により議員のなり手不足が
深刻化する中で議会改革に取り組んでいました。ポイント
としては、①兼業議員が活動しやすい環境を整備するため

「夜間休日議会」の実施。②「当たり前を疑い」改善し、
議会活動の「当たり前」を実施する事をモットーに進めていることでした。
　また、議場のレイアウトが自由に変更でき、各種会議や会合にも利用されており、開かれた議
会の雰囲気を感じました。さらに議会と町民の距離を縮める方策として、議会モニター制度を取
り入れていました。
　できることから始めるという当たり前を大いに参考にすべきと考えさせられました。

県外視察レポート

議会改革の先進地2町を視察

山梨県昭和町　10月 17日
　昭和町は、周囲の力を集めながら議会改革を進めていると感じました。山梨学院大学との提携
により、研修や政策提言、コンサルティングを実施し、大学生の政策提案発表や、町民参加型政
策提案学習会で町民・学生・各種団体から広く意見を集め、政策提言につなげていることで「議
会の見せる化」に努力しているようでした。また、県立甲府昭和高校との連携により、主権者教
育に係わることで議会に対する高校生の理解が深まり、将来の議会人の養成にもつながっていく
のではないかと感じました。
　町民の意見を反映させることで議会が見えるようになり、議会が活性化することは重要なこと
であり、「議会モニター」の制度は取り入れたいと強く感じました。

やまきたこども園保護者会の「声」
　

10
月
10
日
に
議
会
で
は
、
や
ま
き
た
こ
ど
も
園
保
護

者
会
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
園
は
開
所
か
ら
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

更
な
る
幼
児
の
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
ご
意
見
を
反
映

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
参
加
者
の
主
な
意
見
】

●
３
～
４
歳
の
遠
足
が
な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
今

後
は
実
施
す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

●
や
ま
び
こ
連
絡
協
議
会
は
、
目
的
に
沿
っ
た
運
営
が

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
向
原
保
育
園
が
入
っ
て
い

な
い
理
由
は
。

●
「
こ
ど
も
園
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
取
っ
た
が
、
そ
の
内

容
は
町
や
議
員
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。

●
こ
ど
も
園
は
園
児
が
多
い
の
で
、
小
学
校
へ
行
っ
て

も
心
配
が
な
い
。

●
途
中
か
ら
仕
事
に
就
い
た
が
こ

ど
も
園
だ
っ
た
た
め
、
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
が
で
き
た
。
行
政
の

対
応
も
よ
か
っ
た
。

●
０
～
２
歳
児
と
園
舎
が
違
う
た

め
日
々
の
交
流
が
な
い
。

　

向
原
保
育
園
の
形
態
の
よ
う
な

異
年
齢
の
交
流
も
良
い
の
だ
が
。

●
丸
山
公
園
は
草
が
生
い
茂
っ
て

い
る
。
芝
ソ
リ
も
で
き
な
い
。

走
り
回
れ
る
公
園
が
欲
し
い
。

町内各所で　　　　　を開催中車座集会
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原稿は、質問者本人が作成しています。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一般質問

　一般質問は、町政に関して議員が質問を行い、提案や意見を

述べ、時には是正を求め、新たな施策方針等を問うものです。

　原稿は、質問議員が作成しています。

ページ 質　問　事　項 質　問　議　員

９ 国会議員も動き出した御殿場線改善に町としての要望を 堀　口　恵　一

10
１．箱物行政への考えを問う
２．台風19号の被害を教訓に
３．河村氏ゆかりの地として

石　田　照　子

11 災害に強い森林づくりと林業の活性化を 和　田　成　功

12 地震災害時における避難所開設について 清　水　　　明

13 防災対策と災害への対応策の見直しは 瀬　戸　恵津子

14 第5次総合計画の実現に向けた町道の整備を早急に 遠　藤　和　秀

15
１．避難所となる公共施設にオフグリッド（独立型電源）
　　導入を
２．外国人へのサポート体制は

山　田　陽　子

ズバッ　と問う
！

　

昨
年
10
月
静
岡
県
東
部
と
神
奈
川
県

西
部
の
与
党
国
会
議
員
、
県
議
、
市
町

長
ら
が
「
Ｊ
Ｒ
・
私
鉄
沿
線
市
町
利
便

性
向
上
対
策
連
絡
会
」
を
設
立
し
同
日
、

鉄
道
事
業
者
５
社
の
役
員
と
の
意
見
交

換
会
を
国
会
内
で
開
き
、
「
ま
た
ぎ
利

用
」
実
現
や
乗
り
継
ぎ
時
間
の
短
縮
、

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
求
め
た
。

　

町
も
「
御
殿
場
線
利
活
用
推
進
協
議

会
」
に
て
、
議
員
は
議
員
連
盟
に
て
活

動
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
、
国
会
議

員
も
動
き
出
し
た
と
考
え
る
。

　

問　

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ホ
ー

ム
な
ど
コ
ン
パ
ク
ト
に
再
設
計
す
れ
ば

低
コ
ス
ト
で
で
き
る
。

　

連
絡
会
で
Ｊ
Ｒ
に
要
望
す
れ
ば
強
力

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

「
御
殿
場
線
利
活
用
推
進
協

議
会
」
で
議
論
し
、
連
絡
会
と
し
て
の

要
望
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
「
神
奈
川
県
鉄
道
輸
送
力
推
進
協
議

会
」
で
は
町
内
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
引
き
続
き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　

問　

新
松
田
駅
を
小
田
急
線
と
御

殿
場
線
と
の
交
点
に
移
設
し
て
、
最
短

距
離
で
乗
り
換
え
で
き
る
よ
う
に
す
る

案
は
ど
う
か
。

　

答　

松
田
町
が
駅
周
辺
整
備
基
本

構
想
・
計
画
を
策
定
、
推
進
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
、
要
望
し

て
い
き
た
い
。

　

問　

雇
用
連
携
を
考
え
、
御
殿
場

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
と
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
間
に
、
新
駅
を
要
望
す
る
案
は
ど

う
か
。

　

答　

他
市
町
財
政
に
影
響
す
る
の

で
難
し
い
が
、
協
議
会
に
情
報
提
供
し
、

要
望
し
て
い
く
か
ど
う
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

問　

観
光
と
い
う
観
点
で
、
東
海

道
線
と
乗
り
換
え
な
し
で
乗
車
で
き
る

箱
根
周
遊
線
ダ
イ
ヤ
を
要
望
す
る
案
は

ど
う
か
。

　

答　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
東
京
方
面
乗
り

入
れ
再
開
の
考
え
は
な
い
状
況
な
の
で
、

御
殿
場
線
内
で
の
観
光
臨
時
列
車
増
便

の
要
望
や
、
観
光
客
が
乗
り
換
え
で
生
じ

る
滞
留
を
利
用
し
た
地
域
の
観
光
振
興

や
活
性
化
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 　　 国会議員も動き出した御殿場線改善に
　　　町としての要望を
　　　　ＪＲ・私鉄沿線市町利便性向上対策連絡会と連携
　　　　　し、利用者の利便性向上を要望していきたい

問
答

堀口  恵一  議員
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原稿は、質問者本人が作成しています。原稿は、質問者本人が作成しています。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　

少
子
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
よ
る
行
財
政
の
縮
小
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
維
持
管
理
費
の
増
加
等
が
予

想
さ
れ
る
中
、
思
い
切
っ
た
発
想
の
転

換
が
必
要
と
思
い
質
問
す
る
。

　

問　

現
在
の
ま
ま
同
規
模
の
施
設

を
維
持
管
理
し
よ
う
と
す
る
と
、
毎
年

１
億
円
の
赤
字
が
出
る
と
試
算
さ
れ
て

い
る
。

　

現
状
は
ど
う
か
。

　

答　

新
し
い
も
の
は
作
ら
ず
、
役

目
の
終
わ
っ
た
施
設
は
廃
止
す
る
。
町

民
に
必
要
な
施
設
は
残
す
こ
と
で
、
持

続
的
か
つ
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
。

　

問　

財
政
状
況
等
の
現
実
を
町
民

に
知
ら
せ
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
で
も
お

知
ら
せ
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

事
業
手
法
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
お
金
を
か
け
な
い

手
法
も
あ
る
の
で
、
工
夫
し
て
い
く
。

　

復
旧
対
応
で
は
職
員
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
浮
か
び
上

が
っ
た
問
題
点
を
早
期
に
解
決
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
質
問
す
る
。

　

問　

県
内
初
の
大
雨
特
別
警
報
が

発
令
さ
れ
、
警
戒
レ
ベ
ル
は
最
高
の
５

で
あ
っ
た
が
、
避
難
所
は
一
部
分
の
開

設
で
あ
っ
た
。

　

開
設
の
基
準
は
。

　

答　

避
難
所
全
部
を
開
設
す
る
基

準
は
な
い
。

　

冷
暖
房
の
設
備
や
畳
部
屋
を
備
え
た

施
設
を
避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
。　

　

女
性
や
乳
幼
児
、
ペ
ッ
ト
へ
の
配
慮

が
足
り
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、

今
後
は
、
し
っ
か
り
対
応
で
き
る
よ
う

対
策
を
と
る
。

「
河
村
氏
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
」

　

問　

関
係
自
治
体
と
し
て
、
小
田

原
北
条
五
代
祭
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
ら
ど
う
か
。

　

答　

パ
レ
ー
ド
等
へ
の
新
規
参
入
は

困
難
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
歴
史
に

関
心
を
持
ち
、
郷
土
愛
を
育
め
る
よ
う

河
村
城
跡
の
情
報
発
信
を
図
っ
て
い
く
。

 　　 箱物行政への考えを問う

 　　　 活用、存続、廃止等検討する

問
答

石田  照子  議員

再開発予定の町営住宅跡地

 

　
　 

台
風
19
号
の
被
害
を
教
訓
に

 

　
　
　 

女
性
や
乳
幼
児
、ペ
ッ
ト
へ
も
配
慮
す
る

問
答

　

当
町
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
台
風
19
号
。
倒
木
・
土
砂
流
出
な
ど

に
よ
る
停
電
や
、
断
水
及
び
計
画
断
水

の
長
期
化
な
ど
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

約
９
割
が
森
林
の
当
町
と
し
て
、
防

災
・
減
災
の
観
点
か
ら
も
土
砂
災
害
防

止
機
能
を
高
度
発
揮
で
き
る
森
林
整

備
・
森
林
管
理
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

質
問
す
る
。

　

問　

林
業
の
活
性
化
と
し
て
、
持

続
的
森
林
経
営
で
も
あ
る
（
※
１
）
自

伐
型
林
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
は
。

　

ま
た
、
林
業
の
担
い
手
・
人
材
育
成

な
ど
は
。

　

答　

林
業
振
興
施
策
と
し
て
自
伐

型
林
業
の
育
成
を
掲
げ
て
い
る
が
、
当

面
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
用
い
た
林

内
路
網
の
改
修
や
、
施
業
に
伴
う
人
家

周
辺
の
防
災
対
策
な
ど
、
喫
緊
の
課
題

の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
県
や
関
係
機
関
等
と
連
携

し
、
林
業
の
担
い
手
の
育
成
を
推
進

し
て
い
く
。

（
※
１
）
「
地
方
創
生
の
鍵
」
と
し
て

期
待
さ
れ
、
採
算
性
と
環
境
保
全
を
高

い
次
元
で
両
立
す
る
林
業
ス
タ
イ
ル　

　

問　

間
伐
材
等
の
利
活
用
の
た
め

に
も
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
等

の
導
入
が
必
要
で
は
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
調
査
・
検
討
の
進
捗
状
況
は
。

　

答　

「
さ
く
ら
の
湯
」
と
「
ぶ
な
の

湯
」
の
給
湯
シ
ス
テ
ム
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
お
り
、
本
年
度
中
に
は
、

方
向
性
を
示
し
た
い
。

　

問　

当
町
の
課
題
解
決
に
有
効
な

取
り
組
み
と
し
て
、
（
※
２
）
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て
は
。

　

答　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
国

の
制
度
の
中
か
ら
当
町
に
有
効
な
制
度

を
選
ん
で
い
き
た
い
。

（
※
２
）
地
域
外
の
人
材
を
受
け
入
れ

地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
地

域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度

 　　 災害に強い森林づくりと林業の活性化を

 　　　 適正に森林を管理していく必要がある

問
答

和田  成功  議員

林業活性化や担い手・人材育成に繋がる林業体験 土砂の流入により見直しが必要な避難所

エネルギーの地産地消と経済の町内循環
を可能にする木質バイオマスボイラー

1011

令和２年２月　№ 200� やまきた　議会だより やまきた　議会だより� 令和２年２月　№ 200



原稿は、質問者本人が作成しています。原稿は、質問者本人が作成しています。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　

台
風
に
よ
る
避
難
は
台
風
通
過
後
に

は
解
除
さ
れ
る
が
、
地
震
災
害
に
よ
る

避
難
は
長
期
に
わ
た
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
質
問
す
る
。

　

問　

阪
神
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
の

地
震
が
山
北
を
襲
っ
た
場
合
、
指
定
さ

れ
て
い
る
避
難
所
は
被
災
者
を
受
け
入

れ
可
能
な
の
か
。

　

答　

町
内
７
箇
所
の
避
難
所
だ
け

で
は
対
応
が
困
難
と
考
え
て
い
る
。　

　

多
様
な
避
難
所
の
確
保
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

学
校
が
避
難
所
と
な
る
が
開

設
に
当
た
っ
て
の
使
用
規
則
を
含
め
て

の
打
ち
合
わ
せ
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

答　

山
北
高
校
以
外
は
明
文
化
さ

れ
た
使
用
規
則
等
は
な
い
が
、
山
北
町

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
避
難
所
と
し

て
活
用
し
て
い
く
。

　

問　

各
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

は
地
域
の
協
力
が
必
須
と
思
わ
れ
る
が
、

地
域
住
民
に
対
す
る
事
前
説
明
、
訓
練

等
の
状
況
は
。

　

答　

山
北
町
地
域
防
災
計
画
に
お

い
て
、
避
難
者
を
中
心
に
自
主
的
な
管

理
運
営
を
行
う
た
め
、
「
指
定
避
難
所

運
営
本
部
」
を
設
置
し
、
「
運
営
協
議

会
」
を
中
心
に
運
営
す
る
事
に
な
る
。

　

防
災
訓
練
の
見
直
し
等
を
通
じ
て
、

住
民
が
避
難
所
運
営
に
関
す
る
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

問　

収
容
能
力
、
備
蓄
品
等
十
分

と
い
え
る
状
況
に
あ
る
の
か
。

　

答　

収
容
能
力
に
つ
い
て
は
、
一

時
的
に
不
足
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
備
蓄
品
等
に
つ
い
て
は
、
短
期
的

で
は
あ
る
が
、
対
応
で
き
る
よ
う
整
備

を
進
め
て
い
る
。

 　　 地震災害時における避難所開設について

 　　　 対応できるよう整備を進めている

問
答

清水　明  議員

　

防
災
は
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
何
を

す
る
の
か
決
め
て
お
く
危
機
管
理
が
、

重
要
と
考
え
る
。
今
回
の
台
風
19
号
の

よ
う
な
豪
雨
は
必
ず
起
き
る
と
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
防
災
意
識

は
高
ま
っ
て
い
る
。
山
北
町
に
あ
っ
た

現
実
的
な
対
策
を
、
強
化
す
べ
き
と
質

問
す
る
。

　

問　

町
が
発
行
し
て
い
る
「
我
が

家
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
「
山
北
町

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
「
山
北
町
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　

答　

県
で
は
浸
水
想
定
区
域
に
つ

い
て
酒
匂
川
以
外
の
河
内
川
・
皆
瀬

川
・
滝
沢
川
・
尺
里
川
の
危
険
区
域
の

再
検
証
を
完
了
し
、
令
和
２
年
度
に
は

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
再
検
証
が
完

了
す
る
。
そ
の
後
、
町
で
は
新
た
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
配
布
す
る
。

　

災
害
発
生
時
に
住
民
が
迅
速
・
的
確

に
避
難
で
き
る
よ
う
な
情
報
の
提
供
に

努
め
る
。

　

問　

避
難
所
の
開
設
は
適
正
で

あ
っ
た
の
か
、
検
証
さ
れ
た
か
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
可

能
人
数
は
。

　

答　

清
水
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

土
砂
流
入
被
害
の
発
生
を
ふ
ま
え
避
難

所
の
設
置
は
、
来
年
の
出
水
期
に
向
け

見
直
す
。

　

今
回
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

避
難
者
が
１
８
４
人
来
ら
れ
様
々
な
課

題
が
見
え
た
の
で
さ
ら
に
検
証
す
る
。

　

受
け
入
れ
可
能
人
数
は
約
１
５
０
０

人
程
度
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
に

よ
り
、
地
区
に
あ
っ
た
対
策
を
強
化
育

成
す
べ
き
で
あ
り
、
専
門
的
知
見
の
あ

る
方
を
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
雇
用
す

べ
き
だ
。

　

答　

来
年
度
に
退
職
自
衛
官
等
、

よ
り
専
門
的
な
人
材
を
採
用
す
る
た
め

に
関
係
機
関
と
調
整
し
て
い
る
。

 　　 防災対策と災害への対応策の見直しは

 　　　 防災の専門官を雇用し地域防災を推進

問
答

瀬戸  恵津子  議員

避難所で安心して眠る子どもたち

安心安全な避難所

給水に励む役場職員

生涯学習センターに避難された人々は、184 人

生涯学習センターは約 1500 人の受け入れが可能

山 北 地 区 87 人

岸 地 区 47 人

向 原 地 区 42 人

川 西 地 区 ３人

平 山 地 区 ４人

皆 瀬 川 地 区 １人

1213

令和２年２月　№ 200� やまきた　議会だより やまきた　議会だより� 令和２年２月　№ 200



　

台
風
19
号
で
当
町
も
大
き
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
た
。
今
後
の
災
害
時
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
対
応
策
や
防
災
拠
点
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
将
来
甚
大
な
災
害
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
へ
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い

る
。

　

行
政
、
町
民
一
体
と
な
り
自
主
防
災

強
化
及
び
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　

問　

公
共
施
設
に
非
常
時
で
も
使

用
で
き
る
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を
設

置
す
る
考
え
は
。

　

答　

旧
三
保
中
学
校
の
体
育
館
に

は
設
置
し
て
あ
る
が
、
他
の
施
設
は
屋

根
の
形
状
な
ど
に
よ
り
設
置
が
難
し
い
。

　

環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
今

後
山
北
ら
し
い
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
検
討
し
て
い
く
。

　

問　

各
家
庭
へ
防
災
用
資
機
材

（
薪
ス
ト
ー
ブ
・
給
水
タ
ン
ク
等
）
を

助
成
す
る
考
え
は
。

　

答　

個
人
へ
の
助
成
は
考
え
て
い

な
い
。
現
在
、
自
主
防
災
組
織(

自
治

会
な
ど)

に
購
入
費
の
９
割
を
助
成
し

て
い
る
。

　

４
月
の
法
律
の
改
訂
に
よ
り
在
留
外

国
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
介

護
や
建
設
の
分
野
で
も
外
国
人
労
働
者

の
増
加
が
想
定
さ
れ
、
災
害
時
を
含
め

た
支
援
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

問　
当
町
の
外
国
人
の
実
態
は
。

　

答　

11
月
１
日
現
在
94
人
。
年
々

若
干
増
加
し
て
お
り
、
中
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
の
方
が
多
い
。

　

問　

月
１
回
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
は
。

　

答　

現
在
は
考
え
て
い
な
い
。
当

面
は
県
が
開
設
す
る
相
談
窓
口
を
紹
介

し
て
い
く
。

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
方
法
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て

い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　

山
北
町
第
５
次
総
合
計
画
が
策
定
さ

れ
基
本
方
針
で
あ
る
「
生
活
道
路
の
整

備
に
よ
り
安
全
安
心
な
通
行
が
で
き
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
生
活
道
路
整
備

の
推
進
」
・
「
民
間
活
力
を
活
用
し
た

住
宅
開
発
の
促
進
」
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
「
東
山
北
１
０
０
０
計
画
」

尾
先
地
区
（
東
山
北　

水
と
緑
あ
ふ
れ

る
「
ゆ
と
り
住
宅
」
）
実
現
に
向
け
た

早
期
整
備
が
必
要
と
思
い
質
問
す
る
。

　

問　

「
ぐ
み
の
木
松
原
先
線
改
良

工
事
」
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
予
定
の

２
０
２
２
年
度
内
に
道
路
は
完
成
で
き

る
の
か
。

　

答　

ぐ
み
の
木
松
原
先
線
は
、
山

北
町
と
松
田
町
を
酒
匂
川
沿
い
に
結
ぶ

幹
線
道
路
と
し
て
、
第
５
次
総
合
計
画

に
位
置
付
け
て
あ
る
。
11
月
に
河
川

占
用
の
許
可
が
下
り
、
山
北
高
校
河
川

側
を
令
和
２
年
度
中
に
完
成
さ
せ
る
と

と
も
に
、
尾
先
地
区
側
の
河
川
協
議
を

早
急
に
進
め
て
、
２
０
２
２
年
度
内
の

完
成
を
目
指
す
。

　

問　

山
北
高
校
か
ら
松
田
町
庶
子

に
つ
な
げ
る
道
路
は
、
酒
匂
川
左
岸
道

路
の
名
称
で
、
早
期
実
現
に
む
け
て
松

田
町
と
の
協
議
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

国
道
２
４
６
号
線
が
通
行
止
め
時
、
迂

回
道
路
と
し
て
使
用
で
き
る
。

　

答　

松
田
町
も
当
町
と
同
様
に
国

の
交
付
金
を
活
用
し
整
備
を
進
め
て
い

る
が
、
交
付
額
が
非
常
に
低
い
た
め
、

思
う
よ
う
に
事
業
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

酒
匂
川
左
岸
道
路
は
近
隣
市
町
へ
の

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
必
要
性
な
ど
当
町

だ
け
で
な
く
、
松
田
町
も
早
期
開
通
を

目
指
し
て
い
る
。

　

両
町
で
連
携
を
図
り
、
整
備
を
推
進

し
て
い
く
。

 　　 第５次総合計画の実現に向けた町道の整備を早急に

 　　　 早期完成を目指して取り組む

問
答

遠藤  和秀  議員

 　　 避難所となる公共施設にオフグリッド（独立型電源）導入を

 　　　 可能であれば導入を図りたい

問
答

山田  陽子  議員

停電時にも暖がとれる薪ストーブ

山北町側からの酒匂川左岸

岸側からの松原先

 

　
　 

外
国
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

 

　
　
　 

県
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い

問
答

神奈川県内の外国人数の推移（県 HP 参照）
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令
和
２
年
を
迎
え
１
か
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、
町

民
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
た
び
、
昭
和
45
年
９
月
１
日
に
第
１
号
が
発

行
さ
れ
た
議
会
だ
よ
り
が
、
研
究
・
改
善
を
積
み
重

ね
今
回
の
発
行
で
第
２
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
山
北
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
著
し
く
変

化
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
、

議
会
の
果
た
す
役
割
は
よ
り
重
要
で
複
雑
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
広
報
分
科
会
一
同
、
町
民
に
開
か
れ
た

議
会
、
皆
様
の
声
を
代
弁
で
き
る
議
会
を
目
指
し
、

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
支
援
を
受
け
、
広
報
紙
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
春
ま
だ
浅
く
、
寒
さ
厳
し

き
折
り
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
和
田
成
功
）

編
集
後
記

　

お
れ
ん
じ
会
は
、
旧
Ｊ
Ａ
あ
し
が
ら
山

北
事
業
所
婦
人
部
と
、
旧
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
共
催
の
「
若
妻
講
座
」
を
発
端

と
し
て
お
り
、
農
業
に
関
心
を
持
つ
20
代

～
30
代
の
女
性
で
平
成
４
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
か
ら
は
、
昔
な
が
ら
の
製
法
に
よ
る
無
添
加
の
味
噌
を

作
っ
て
い
ま
す
。
「
毎
日
食
す
る
味
噌
は
身
体
に
良
い
も
の
を
」
と

考
え
、
会
員
が
一
年
間
食
す
る
量
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
か
ら
、
お
れ
ん
じ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
24
年
間
連
続
し
て
初

冬
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
会
員
が
丹
念
に
育
て
た
葉
ぼ
た
ん
は
、

冬
の
風
物
詩
と
し
て
お
客
様
に
と
て
も
好
評
で
す
。
他
に
も
山
北
の

の
新
鮮
な
農
産
物
、
美
味
し
い
自
家
製
加
工
品
、
稲
わ
ら
を
利
用
し

た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
や
お
正
月
飾
り
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寒
い
中
集
ま
っ
て
頂
い
た
沢
山
の
方
々
に
暖
を
と
っ
て
も

ら
お
う
と
、
手
作
り
味
噌
の
豚
汁
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

毎
年
大
好
評
で
す
。

　

お
れ
ん
じ
会
は
、
個
々
の
得
意
分
野
を
活
か
せ
る
よ
う
に
メ
ン

バ
ー
全
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
協
力
す
れ
ば
何
か
で
き
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
結
果
と
し
て
こ
こ
ま
で
28
年
間
活
動
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
れ
ん
じ
会
は
農
業
振
興
の
明
る
い
未
来
へ
の
懸
け
橋
と
な
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
す
る
所
存
で
す
。　
　
　

お
れ
ん
じ
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　
　

磯
崎　

加
代
子
さ
ん

明
る
い
未
来
へ
の
懸
け
橋

議会事務局 75-3653お問い合わせ

第１回定例会（予定）

議会の傍聴においでください

庁舎内テレビでも放映しています

３月３日（火）～３月３日（火）～

　 町議会では、皆さまとの意見交換の場を増やすこ
とを目的に「おしゃべりＣａｆｅ」を開催しています。
　気軽にお立ち寄り頂き、皆さまの『声』をお聞
かせください。

日　時 ： ２月20日（木） 13：30～16：00

場　所 ： 小田原百貨店山北店
　　　　　　　（イートインコーナー付近）

議会ホームページ
山北町ホームページ

→町議会のアイコンをクリック

  ※ 議員数名とお茶を飲みながらおしゃべりしましょう！

広
報
分
科
会

会
　
長
　
山
田
　
陽
子

副
会
長
　
堀
口
　
恵
一

委
　
員
　
和
田
　
成
功

　
　
　
　
清
水
　
　
明

　
　
　
　
児
玉
　
洋
一

　
　
　
　
遠
藤
　
和
秀

日　時 ： ３月20日（金） 13：30～15：30

場　所 ： 健康福祉センター
　　　　　　　（ともしびショップ付近）

を開催中

やまきた　議会だより� 令和２年２月　№ 200


